
 

令和８年度(2026 年度) 長野県軽井沢高等学校 学校評価表        38 軽井沢高等学校 

 

学校教育目標 中・長期的目標 

日本国憲法・教育基本法の精神にもとづ

き、教養を高め、知性を磨き、豊かな情操

と創造性に富む人間形成をはかるととも

に、広い視野と正しい判断のもとに行動す

る有為な社会形成者の育成をめざす。 

１ 生徒にとって安心安全な学校生活を保障するために指導・支援の充

実を図る。 

２ 多様な価値観を受容し、他者と関わりながら主体的、探究的に学び続

ける生徒を育成する。 

３ 国際親善文化観光都市である軽井沢ならではの地の利を活かした学

びを推進し、地域に信頼され、地域とともにある学校を目指す。 

 今年度の重点目標 評価項目 評価の観点 

教 

育 

活 

動 

１ 生徒と共に作るよりよい授業

に向けた授業研究を推進し、生徒の

学習意欲向上および基礎学力の定

着を目指す。 

自己を理解した上での納得感ある

進路選択 

充実したキャリア教育と面談を実

施できたか。 

自己と比較しての成長実感・学習意

欲の向上・学習習慣の定着 

 

到達テスト実施後の事後学習を通

し、２回目のやり直しテストで、成

長実感をすることができたか。 

２ 社会の一員としての責任感を

養い、規律性を身につけるための粘

り強い指導を行う。 

自覚と責任ある行動の実現 

 

高校生としての自覚と節度ある行

動を各部署と連携して指導できた

か。 

教育相談活動の充実 

 

教育相談活動を活性化させ、課題の

早期発見と早期対応に努め、支援体

制ができたか。 

３ 生徒が深く考え、判断し、行動

できるように主体的な活動を推進

する。 

生徒会の主体的な運営 

 

生徒が主体的に活動し、学校生活や

行事を運営することができたか。 

私たちの住む地域について理解を

深める 

外部人材や大学等と連携した効果

的な授業が企画できたか。 

学 

校 

運 

営 

４ 多様な考えをもつ人々と協働

できるよう支援する。 

生徒の自己肯定感・人権感覚の育成 

 

人権・平和・いのちの学習を通して、

豊かな人間性を育むことができた

か。 

心身の自主的な健康管理の推進 

 

自らの心身の健康について関心が

もてる取組、機会を設定できたか。 

５ いじめ・体罰のない、すべての

生徒にとって安心・安全な学校を

目指す。 

安心安全な学校生活の実現 

 

問題行動を未然に防止する「予防教

育」と指導ができたか。 

三者でつくる軽高会議の発展 

 

三者協働で学校をよりよくするた

めに話し合い、それを実現できた

か。 

 

 

 

 

 

 


